
●学校関係者評価

・教育理念

・学校運営

・教育活動

・学修成果

・学生支援                 

・教育環境

・学生募集

・財務

・法令遵守

・社会貢献
・地域貢献

・福祉施設への社会貢献はまだ再開されていないので、ほかの場所での活動も考
えていきたい。

●学校評価総括

・高等課程における浜田高校通信制とのダブル受講は両校で連携がよく取れてい
る。
・挨拶は身についてきており、良い傾向にあると思う。引き続き、後片付けや掃
除を徹底させる。
・まだ施設等でのカットボランティアは出来ていないが、外部の大会や校内コン
テストでは各自、目標を持ち練習に励んでいた。
・学習規律も守られてきているように思える。今後、さらによくなるようご指導
願いたい。

・国家試験の合格率を上げることが一番の課題である。生徒一人一人に目的意識
をしっかり持たせることが大事である。
・今年度はコロナでほとんどの大会など中止になり学生の活躍の場がなかった。

・学生数増にかかっている。
・寄付金の協力をいただき助かっている。寄付金がないと経営が難しい。

令和５年度学校評価結果公開資料

・自己評価、外部評価ともに計画的に行われている。今後の改善に生かしていっ
てほしい。
・パンフレットなど個人情報の扱いは肖像権等確認を取るなど、個人情報に対し
ても配慮ができていて良いと思う。

・学校ホームページや学校便り、ＳＮＳ等での宣伝も徐々に出来ている。
・校務分掌は適材適所で行い、さらに組織力を高めたい。

・一番の課題だが、就職率１００％になるよう頑張ってほしい。
・新たな優遇措置を考えていく必要があろう。
・浜田市より入学金に対しての補助金をいただけることとなった。

・今後とも老朽化等で破損箇所が所々あるので、できるところから徐々に改善し
ていってほしい。
・校舎周辺はよく整備されていて気持ちがよい。

・学校訪問も定期的にできているように思う。
・長期人材育成コースの人材確保に頑張っていただきたい。
・オープンキャンパスについては、新しい内容を検討したらどうか。

浜田ビューティーカレッジ

令和６年２月５日に、自己評価結果と課題、今後の改善案等を学校評価委員に提示、説明を
行った。委員からは次のような意見が出た。

・理念ははっきりしているが、表現が抽象的である。求める学生像を具体的に
示し、それを目標に取り組むと良いのではないか。
・技術だけでなく、社会人としてのルール、一般常識、そして、美容師は接客業
なのだという認識をしっかり学んで卒業してほしい。



神山　正博 学校法人白蓮学園　浜田ビューティーカレッジ教員

中山 徹太郎 合同会社Cubic

岡　  信孝 （有）オカコーポレーション　

芦谷　英夫 浜田市議会

中山　良一 浜田市観光協会

井田　貫大 学校法人白蓮学園　理事長

岩迫　輝彦 学校法人白蓮学園　清明理容学校校長

安岡 ひとみ 学校法人白蓮学園　浜田ビューティーカレッジ校長

澳本 千栄子 学校法人白蓮学園　浜田ビューティーカレッジ教員

評価委員の本校の現状把握やより具体的な助言や意見を伺うことができた。一番の課題であ
る学生数を増やすための方策や改善策についていつも助言をいただき感謝している。ＨＰ、
ＳＮＳ等インターネットを介した繋がりなども徐々に浸透していて、学校の認知度をますま
す広げていきたい。

●学校評価委員会出席者


